








（参考）用語の解説 

用  語 解  説 

移動等円滑化基準  国土交通省が「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」に基づき定めた
「移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準を定める省令」（平成18年12月国土
交通省令第116号）をいう。移動円滑化（バリアフリー）のために必要な道路の構造に関する基

準を定めているものであり、高齢者、障害者等をはじめ全ての利用者のニーズに合ったより質
の高い歩行空間の形成を求めている。また、本基準は、全ての道路に対して適合の努力義務
が課されている。 

視覚障害者誘導用 
ブロック 

 視覚障害者に対する誘導又は段差の存在等の警告若しくは注意喚起を行うために路面に敷
設されるブロックをいう。「線状ブロック」（並行する線状の突起をその表面に付けたブロック）で
移動方向を、「点状ブロック」（点状の突起をその表面に付けたブロック）で段差の存在等の警告
又は注意を喚起する位置を示す。 

防護柵  進行方向を誤った車両や歩行者等が路外などへ逸脱するのを防止し、これによる被害、損害
などの発生を防止、軽減するために設置される。その用途から、車両用防護柵と歩行者自転車
用柵に分類される。 

視線誘導標  車道の側方に沿って道路線形等を明示し、運転者の視線誘導を行うために設置する施設。設
置場所は、左側路側を原則とし、必要に応じて中央分離帯及び右側路側等にも設置する。 

地点標  道路管理者が道路の管理を行う際に必要な施設であり、道路利用者に対しては、現在位置、
目的地までの距離、走行方向の確認等の情報を提供する。原則として、道路の上り線及び下り
線の左側路端に設置され、路線番号、起点名及び起点からの距離に関する情報等を表示する。 

案内標識  道路標識のうち、目的地・通過地の方向、距離や道路上の位置を示すものであり、道路管理
者が設置する。 

警戒標識  道路標識のうち、道路上で警戒すべきことや危険を知らせ、注意深い運転を促すため設置す
るものであり、道路管理者が設置する。 

（注） 「道路構造令の解説と運用」（公益社団法人 日本道路協会）、「道路の移動等円滑化整備ガイドライン」（財団法人 国土技術研
究センター）等に基づき、当事務所が作成した。 5 












